
令和 3年度 第 7回 理事会議事録 

日時：令和 3年 12月 28 日（火）19：00～20：00 

場所：Web 会議、県士会事務所 

出席：（理事）磯野、小林(司)、平賀、菊池、古屋、大西、 

鈴木、有泉、北山、井村 

（部長）秋山、秩父、小林(泰) 

書記：五味 

 

会員管理情報 

慶事 0件 弔事 0件 施設数 145   

会員数 939 名（施設 874 名 自宅 65 名）                 

 

磯野会長より 

 皆様お疲れ様です。1 年間本当にご協力いただきあり

がとうございました。前回の理事会以降ですが、12 月 4

日に協会の理事会の傍聴、12 月 9 日には山梨リハケアの

推進を考える会の研修、12 月 13 日専門職団体協議会の

理事会、12 月 17 日に事業説明会を行いました。またそ

の翌日には理学療法連盟が主催の理学療法士の未来を

考える会に参加しました。 

 4 月から採用で甲府市の職員として理学療法士の採用

が予定されています。保険事業と介護予防事業の共同事

業を企画する職種と聞いています。皆様にもご協力いた

だくことがあるかと思いますがよろしくお願いします。 

Ⅰ.審議事項（全 4題） 

1．旅費規程改正について(有泉事務局長) 

  前回の理事会にてオリパラに参加したスタッフの

活動費について、当初組織委員会からは日当がでない

とのことで士会から日当を支払いましたが、後日組織

委員会から日当が別途支払われました。ただし、組織

委員会から支払われた額が少額だったため、士会から

もすでに支払っていた額と合わせたものを報酬とし

て支払うことを考えた場合、規定の改訂が必要という

判断になり改訂をしたいと考えています。 

質問・意見 

北山：当事者も書類が多くなり大変かと思うので、参

加した会員にはこちらからも支払いをするべ

きだと思います。 

 平賀：申請した場合の事務手続きの負担はどこの部署

になりますか。基本的には派遣をした部・局の

長になるとは思いますが。 

 有泉：部・局主催ならばその長が手続きを受理して支

払います。協会やイベントの派遣については事

務管理局が行っていく予定です。 

 平賀：協会の連合学会では会議に参加した交通費等が

出なくなってきていることもあるのでねぎら

ういう点では案に賛成です。しかし、業務量は

単純に増えるかなと思います。 

 磯野：主催者側と士会で出すということについてはよ

ろしくないのかなと思う点もあります。 

 有泉：今回のオリパラ業務量と日当の費用があまりに

もかけ離れていたため提案しましたが、今後線

引きが難しいと思います。また、後日支払われ

る場合など実際どのくらい支払われたか明確

でない時もありました。 

 鈴木：支払いについての情報がしっかりしていて、支

払われた額と仕事量で考えて支払うというこ

とでもいいのかなと思います。支払いは理事会

で検討するような方法がいいかと思います。 

 井村：今まで少額だった時はありましたか。 

 小林(司)：協議会なども士会の代表として参加してい

ると考えるとこの案が採用されるので考え方

が変わってきますが。 

 有泉：各部・局の会議については規定があります。以

前甲府市内の自治会が主催した研修会に参加

された先生には、日当が無かったので既定の額

をお支払いしました。 

 北山：もう一度各部・局の実績から考えていくべきか

と思います。 

 磯野：案自体は必要かと思いますが、運用については

もう少し詰めていくべきかと思います。 

 結果 

  部・局の過去の実績から日当が支払われた例と支払

われなかった例を確認して事務局長に報告する。 

2．第 22 回地域理学療法研修会開催について 

(鈴木福祉厚生局長) 

管理栄養士として地域リハに関係している方は少

ないように感じ、今回このようなテーマで以下の研修

会の開催を予定しています。 

テーマ：地域包括ケアシステムにおける管理栄養士の

役割 

 日 時：令和 4年 3月 18 日(金) 18:30～20：00 

 場 所：Zoom 開催 

講 師：深澤 幸子様(山梨県栄養士会 副会長) 

3．学術論文誌理学療法やまなしの投稿規定について

(平賀士会支部設立推進局長) 

  令和 4 年度山梨県理学療法士会学術会誌(抄録集)

について投稿規定を作成しました。令和 4年 4月より

学術論文の募集を開始したいと考えていますが、規定

の内容についてご審議いただきたい。 

 質問・意見 

 磯野：間口が広くていいなと思いました。3番の投稿

資格で「山梨県士会員の発展」となっているが

「山梨県士会の発展」でいいのかなと思います。 

 平賀：作成時は論文を読むのが会員なので会員という

表記にしました。発展という表現では山梨県士

会が合致するのでそのように訂正します。 

鈴木：9 番の投稿条件は他紙に発表していないという

ことで、学術論文理学療法やまなしは学会誌の



扱いということになるという考えでよろしい

でしょうか。 

平賀：学術誌と同じ扱いでいいと思います。ただし、

他紙で発表したものの第2報というようなもの

は掲載可能です。 

結果 

提出された案をもとに始動し、改善点等あったらそ

の都度改定等を行っていく。ホームページへも掲載す

る予定なので、確認をする。 

4.IHEAT(感染症緊急支援チーム)一括登録のご案内 

(小林副会長) 

過日協会の佐々木常務理事より電話をいただき概

要の説明を受けました。IHEAT(感染症緊急支援チー

ム)について各保健所区域に PT1 名は登録いただきた

いとのことで案内がありました。山梨県では現在のと

ころ登録がなくこれらの情報共有のために今回あげ

させていただきました。 

質問・意見 

有泉：ホームページに掲載するにあたって資料等はあ

りますか 

小林(司)：協会のホームページに掲載されています 

 有泉：協会のホームページを確認していただいて理解

を深めるということでもよろしいですか。 

北山：小林副会長から県士会の感染対策委員会の雨宮

先生と八木野先生にも話をしていただきたい。 

 磯野：ぜひホームページで紹介をお願いします。 

 結果 

士会のホームページに内容を掲載して情報の周知

を図る。 

Ⅱ.報告事項 

1.各委員会等の報告 

・がんリハ対策推進委員会より(小林副会長) 

  研修会が以下の内容で開催予定です。多くの方の参

加をお願いしたいので周知をお願いします。またリー

フレットの作成についてはワーキンググループで作

成が進んでいます。 

第 2回がんをもつ方のリハビリテーション公開講座 

テーマ：がんリハビリテーションの展開について 

  日 時：令和 4年 1月 29 日(土) 10:30～12：00 

  場 所：リモート開催 

(配信会場：山梨リハビリテーション病院) 

  内 容：県内のがんリハの現状と課題について 

  講 師：辻 哲也先生(慶應義塾大学病院 医師) 

第 1 回がんをもつ方のリハビリテーション専門職研修 

テーマ：がんリハビリテーションにおける各専門職 

の実践 

  日 時：令和 4年 1月 29 日(土) 13:30～15：30 

  場 所：リモート開催 

(配信会場：山梨リハビリテーション病院) 

 講 師：シンポジウム 

  座 長：磯野 弘司先生 

(春日居サイバーナイフリハビリテーション 

病院 作業療法士) 

  講 師：峯岸 忍先生 

(筑波メディカルセンター 理学療法士) 

      田尻 寿子先生 

(静岡がんセンター 作業療法士) 

           飯野 由恵先生 

(国立がん研究センター東病院 言語聴覚士) 

  ・やまなし地域リハケアの推進を考える会より 

  (磯野副会長) 

  過日研修会を開催しました。介護保険分野で使用さ」

れている LIFE について介護支専門員協会の鷲見先生

にお話しいただき、PT・OT・ST の代表者とディスカッ

ションをするという内容で行いました。 

  発足して6年ということで成果物を作成していきた

いと考えています。 

 ・専門職団体協議会より(小林副会長) 

  合同学術大会の通帳の名義変更について作業療法

士会にお願いしていて、名義変更をしました。 

1.各局からの報告 

・社会局スポーツ理学療法部より 

 第73回スポーツ理学療法勉強会について以下の通り

開催予定です。 

 テーマ：東京 2020 オリンピック活動報告 

    ～活動参加の準備から実際のかかわりまで～ 

 日 時：令和 4年 1月 19 日(水) 19：00～21：00 

 場 所：Zoom 開催 

 講 師：小尾 伸二先生 他 

(山梨理学療法士会 オリ・パラスポーツ委 

員会) 

 ・企画局企画研修部より(井村企画局長) 

 以下の通り研修会を開催しましたので報告します。 

 座談会も行い、3月には座談会で出た内容についても

ご講義いただく予定です。 

 テーマ：やる気や意志に頼らない応用行動分析学を 

用いた臨床実習・新人教育方法の紹介 

 日 時：令和 3年 12月 15 日(水) 19：00～21：00 

 場 所：Zoom 開催 

 講 師：豊田 輝先生(帝京科学大学) 

 参加人数：19 名 

・企画局調査研究部より(井村企画局長) 

 ワークライフバランスのアンケート調査のご報告で

す。10 月～12月にかけて各回 120～150 件の回答が得ら

れました。Web アンケートでの実施で回答数は紙と比べ

て少なかったので今後の課題になっていくと思います。 

 集計してご報告します。 

 ・企画局企画研修部/広報局広報部より 

  (大西広報局長) 

  交流会での役員紹介や事業説明の代替え案として



12月17日にリモートでの事業説明会を実施しました。 

参加者は 52 名で、今後どのように説明会を実施し

ていくかなど課題等も見つかったため、検討していけ

たらと思います。 

Ⅲ．事務管理局から 

 ・協会との意見交換会について 

1 月 25 日 20 時から（理事会終了後）を予定してい

ます。理事会を傍聴してから意見交換会という流れで

行います。 

そのため、1月 25日の理事会は 18時 30 分から開始

となります。 

 ・メール配信について 

  登録者数 699 名(12 月 26 日現在)エラーメールにつ

いては宛先を削除しました。重複があります。 

・財務部より 

 財務の書類(10 月～12 月分)について送付いただき

たいです。12月に事業があって謝礼金が発生した場合

は 12 月までは今年分の処理になりますので早めにい

ただきたいと思います。 

 

 

日時 令和 4年 1月 25 日（火）18：30～ 

場所 Web 会議 

連絡：1月 21 日（金）までに審議事項および資料を

事務管理局（有泉理事）へ提出する。 

議題がない場合でも事務管理局へ連絡する。 

 

 


